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■
護
衛
艦
あ
さ
ひ
帰
国
行
事

　

８
月
２
日（
土
）、第
５０
次
派
遣
海
賊
対
処
行
動
水
上
部
隊
の
護

衛
艦「
あ
さ
ひ
」（
髙
城
正
太
艦
長
※
当
時
）が
、約
６
ヶ
月
に
及
ぶ
任

務
を
終
え
て
佐
世
保
に
帰
港
し
、倉
島
岸
壁
で
帰
国
行
事
が
行
わ
れ

ま
し
た
。隊
員
約
２
０
０
名
と
海
上
保
安
官
８
名
は
、ソ
マ
リ
ア
沖・ア

デ
ン
湾
で
民
間
船
の
護
衛
や
情
報
収
集
に
従
事
。帰
国
行
事
で
は
、

家
族
や
関
係
者
約
８
２
０
名
が
出
迎
え
、隊
員
た
ち
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
ま
し
た
。

■
舞
鶴
商
工
会
議
所
と
の
意
見
交
換
会

　

８
月
２６
日（
火
）〜
２７
日（
水
）に
か
け
て
、京
都
府
の
舞
鶴
商
工
会

議
所
よ
り
小
西
剛
会
頭
は
じ
め
１３
名
が
本
市
を
訪
れ
、海
上
自
衛

隊
佐
世
保
地
方
総
監
部
、陸
上
自
衛
隊
水
陸
機
動
団
を
視
察
さ
れ

ま
し
た
。２６
日
の
夕
刻
に
は
、セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
佐
世
保
に
て
当
後

援
会
役
員
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
。自
衛
隊
と
地
域
の
連
携
に
つ

い
て
、舞
鶴・佐
世
保
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
や
課
題
に
つい
て
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。そ
の
後
の
懇
親
会
に
は
、佐
世
保
地
方
総
監
部
よ
り

福
田
達
也
総
監
、山
野
太
資
幕
僚
長
に
も
ご
臨
席
賜
り
、基
地
の
町

ど
う
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

■
海
上
自
衛
隊
佐
世
保
教
育
隊
修
業
式

　

８
月
２７
日（
水
）、海
上
自
衛
隊
佐
世
保
教
育
隊
で
第
２３
期
一
般
海

曹
候
補
生
、第
３
８
７
期
練
習
員
及
び
第
７３
期
練
習
員（
女
性
）課

程
の
修
業
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。４
月
に
入
隊
し
、艦
艇
実
習

や
小
火
器
射
撃
な
ど
の
訓
練
に
取
り
組
ん
で
き
た
２
８
３
名
は
、佐

世
保
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
の
部
隊
に
配
属
さ
れ
ま
す
。

■
８
月
例
会・懇
親
会

　

８
月
２９
日（
金
）、レ
オ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
佐
世
保
に
て
当
会
の
８
月
例

会
を
開
催
し
、５３
名
が
出
席
し
ま
し
た
。陸
上
自
衛
隊
水
陸
機
動
団
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長 

武
者
利
勝
陸
将
補
よ
り「
陸
上
自
衛
隊
の
概
要・取
組
」と
題
し

て
、陸
上
自
衛
隊
の
任
務
及
び
特
性
や
、我
が
国
周
辺
の
安
全
保
障
環

境
、統
合
作
戦
司
令
部
の
新
編
に
伴
う
運
用
体
制
等
に
つ
い
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。防
衛
講
話
の
内
容
は
次
頁
で
紹
介
し
ま
す
。

■
海
上
自
衛
隊
物
品・糧
食
展
示
会

　

９
月
１１
日（
木
）〜
１２
日（
金
）の
２
日
間
、海
上
自
衛
隊
佐
世
保
造

修
補
給
所
主
催
の「
物
品・糧
食
展
示
会
」が
開
催
さ
れ
、隊
員
ら
約

４
３
０
名
が
来
場
し
ま
し
た
。佐
世
保
市
内
の
１１
社
を
含
む
３７
社
が
、

「
生
活・勤
務
環
境
の
改
善
に
資
す
る
物
品
、酷
暑
防
寒
対
策
用
品
」

等
、「
隊
員
の
栄
養
改
善・健
康
増
進
に
資
す
る
食
品
、経
済
的
で
美

味
し
い
食
品
」を
出
品
。隊
員
ら
に
よ
る
投
票
で
多
く
の
得
票
数
を
獲

得
し
た
製
品
は
、任
務
や
部
隊
活
動
へ
の
適
合
性
等
を
考
慮
し
た
上

で
、補
給
品
と
し
て
選
定
、調
達
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
佐
世
保
地
方
隊
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ

　

９
月
２０
日（
土
）、新
み
な
と
岸
壁
一
帯
で
海
上
自
衛
隊
佐
世
保
地

方
隊
の
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
輸
送
艦
し
も
き

た
」「
補
給
艦
お
う
み
」な
ど
艦
艇
の一般
公
開
、海
上
自
衛
隊
佐
世
保

音
楽
隊
の
ミ
ニコ
ン
サ
ー
ト
の
ほ
か
、自
衛
隊
グ
ッ
ズ
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等

の
出
店
も
並
び
、大
勢
の
人
た
ち
で
賑
わ
い
ま
し
た
。佐
世
保
商
工
会

議
所
で
は「
さ
せ
ぼ
自
衛
隊
グ
ル
メ
」の
ブ
ー
ス
を
設
け
、６
０
０
名
以

上
の
来
場
者
に
パン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
、Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

翌
２１
日（
日
）に
は
体
験
航
海
が
実
施
さ
れ
、隊
員
家
族
や
公
募
で

当
選
し
た
市
民
ら
が
補
給
艦
等
に
乗
船
。爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、展

示
訓
練
を
楽
し
み
ま
し
た
。

■
新
隊
員
特
技
課
程・一
般
曹
候
補
生
課
程
後
期
教
育
課
程
修
了
式

　

９
月
２０
日（
土
）、陸
上
自
衛
隊
相
浦
駐
屯
地
で
水
陸
機
動
団
の
後

期
教
育
修
了
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。７
月
か
ら
約
１１
週
間
に
わ

た
り
、射
撃
や
火
器
訓
練
、格
闘
訓
練
な
ど
を
通
じ
て
知
識
及
び
技

能
の
修
得
に
励
ん
で
き
た
１８
〜
３２
歳
の
隊
員
６１
名（
う
ち
女
性
３
名
）

は
、今
後
３
つ
の
水
陸
機
動
連
隊
に
配
備
さ
れ
ま
す
。式
の
中
で
堀
田

朗
伸
第
１
水
陸
機
動
連
隊
長
は「
暑
く
厳
し
い
気
候
の
中
、元
気
いっ

ぱ
い
に
乗
り
越
え
て
く
れ
た
。水
陸
機
動
連
隊
の
仲
間
と
し
て
活
躍

す
る
と
確
信
し
て
い
る
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　即応予備自衛官は、非常勤の特別職国家公務員として、普段はそれぞれの職業に従事しながら、訓練招集命令により出頭し、
即応予備自衛官として必要とされる知識・技能を最底限確保するため、年間30 日間の訓練に応じます。
　こうした即応予備自衛官を雇用する
企業等の負担、労苦に報い、即応予備
自衛官が安んじて訓練等に出頭するこ
とを可能とするため、即応予備自衛官を
雇用し、かつ、訓練出頭等のために所
要の措置を講じている企業等に対して、
即応予備自衛官雇用企業給付金を支
給しております。

異動先 前任者 官職 着任者 前所属

東北方面総監部防衛部防衛課
陸上連絡官 ２佐　遠藤　晃 水陸機動教育隊長 ２佐　渋谷　直樹 山形地方協力本部副本部長

海将補　　稲田　丈司

１佐　　　渡邉　雄一

１佐　　　髙橋　正浩

１佐　　　井上　貴嗣

１佐　　　山口　大輔

１佐　　　渡邉　達也

１佐　　　北口　周右

１佐　　　富松　智洋

１佐　　　三浦　宏幸

２佐　　　奥村　博隆

２佐　　　髙城　正太

３佐　　　牧田　哲治

２佐　　　小川　朋之

２佐　　　林　　大佑

１佐　　　馬詰　晃尚

２佐　　　堀　　哲暢

２佐　　　大野　　茂

２佐　　　長野　恭介

２佐　　　飯尾　啓正

２佐　　　西岡　照道

３佐　　　平井　賢一

３佐　　　西村　友宏

３佐　　　松尾正太郎

３佐　　　立石　貴大

海将補　　山野　太資

１佐　　　濱﨑　真吾

１佐　　　葛谷　昌哉

１佐　　　宇都宮俊哉

１佐　　　坂前　信博

１佐　　　國田　貴之

１佐　　　田中　信也

１佐　　　白石　　豪

１佐　　　野田　央典

２佐　　　吉田　　潤

２佐　　　長岩　友久

２佐　　　中原　光浩

２佐　　　元田　雄三

２佐　　　小澤　　誠

２佐　　　前園　　仁

２佐　　　福岡　弘晃

２佐　　　竹島　未来

２佐　　　遠山貴一朗

２佐　　　髙橋　晃博

２佐　　　新井　勝智

３佐　　　柴田　国政

３佐　　　長谷部將斗

１尉　　　長谷川達也

１尉　　　辻　慎太朗

前　任　者 官　　　職 着　任　者

佐 世 保 地 方 総 監 部 　 幕 僚 長

佐世保地方総監部　防衛部長

佐 世 保 造 修 補 給 所 長

佐 世 保 教 育 隊 司 令

第 2 2 航 空 隊 司 令

第 1 3 護 衛 隊 司 令

護 衛 艦 ち ょ う か い 　 艦 長

護 衛 艦 は ぐ ろ 　 艦 長

護 衛 艦 こ ん ご う 　 艦 長

佐 世 保 地 方 総 監 部 　 監 察 官

護 衛 艦 あ さ ひ 　 艦 長

佐 世 保 情 報 保 全 派 遣 隊 長

第 ２ 掃 海 隊 司 令

護 衛 艦 は る さ め 　 艦 長

護 衛 艦 あ り あ け 　 艦 長

護 衛 艦 の し ろ 　 艦 長

護 衛 艦 じ ん つ う 　 艦 長

護 衛 艦 あ き づ き 　 艦 長

護 衛 艦 さ わ ぎ り 　 艦 長

護 衛 艦 あ け ぼ の 　 艦 長

ミ サ イ ル 艇 し ら た か 　 艇 長

掃 海 艇 た か し ま 　 艇 長

掃 海 艇 ひ ら し ま 　 艇 長

掃 海 艇 や く し ま 　 艇 長

即応予備自衛官雇用企業給付金制度のご案内
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防衛講話
概　要

「
陸
上
自
衛
隊
の
概
要
と
取
り
組
み
」

　

陸
上
自
衛
隊
水
陸
機
動
団
長
兼
ね

て
相
浦
駐
屯
地
司
令
の
武
者
利
勝
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

長
崎
に
は
こ
れ
ま
で
３
度
勤
務
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
20
年
に
は
大

村
駐
屯
地
の
第
16
普
通
科
連
隊
で
中

隊
長
を
１
年
間
務
め
ま
し
た
。
平
成

22
年
に
は
大
村
駐
屯
地
や
第
４
師
団

な
ど
か
ら
隊
員
を
率
い
て
ゴ
ラ
ン
高
原

に
派
遣
さ
れ
、
約
半
年
間
、
陸
・
海
・

空
の
自
衛
隊
員
が
一
体
と
な
り
、
イ
ス

ラ
エ
ル
と
シ
リ
ア
の
間
で
両
国
軍
が
衝

突
し
な
い
よ
う
引
き
離
す
任
務
に
あ

た
り
ま
し
た
。
周
囲
は
地
雷
が
散
在

す
る
危
険
な
地
域
で
し
た
が
、
地
中

海
性
気
候
で
非
常
に
過
ご
し
や
す
く
、

地
雷
が
な
け
れ
ば
良
い
場
所
で
し
た
。

そ
の
後
、
陸
・
海
・
空
自
衛
官
や
事

務
官
が
同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
活
動
す

る
統
合
幕
僚
監
部
を
２
度
経
験
し
ま

し
た
。

　

私
の
経
歴
の
中
で
大
き
な
ウ
エ
イ
ト

を
占
め
て
い
る
の
が
「
海
兵
隊
（
水

陸
）」
で
す
。
ア
メ
リ
カ
・ヴ
ァ
ー
ジ
ニ

ア
州
に
あ
る
海
兵
隊
大
学
に
は
２
度

派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
17
年
に
米

国
海
兵
隊
幹
部
上
級
課
程
に
１
尉
と

し
て
派
遣
さ
れ
た
際
は
、
急
遽
決
ま
っ

た
た
め
、
家
族
に
と
っ
て
も
大
き
な
決

断
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
妻
は
第

３
子
を
妊
娠
中
で
し
た
が
、
一
緒
に

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
に
行
く
決
意
を
し
て
く

れ
、
そ
の
結
果
、
３
人
目
の
子
ど
も

は
米
国
陸
軍
病
院
で
出
生
し
ま
し
た
。

２
回
目
の
米
国
海
兵
隊
留
学
の
後
、

当
時
２
佐
だ
っ
た
私
は
、
陸
上
幕
僚

監
部
に
お
い
て
水
陸
機
動
団
担
当
と

な
り
、
水
陸
機
動
団
の
立
ち
上
げ
を

担
い
ま
し
た
。
そ
し
て
令
和
２
年
に
は

第
２
水
陸
機
動
連
隊
長
に
着
任
し
て

い
ま
す
。

　

振
り
返
る
と
、
私
の
経
歴
は
他
の

陸
上
自
衛
官
と
比
べ
る
と
偏
っ
て
い
ま

す
が
、
ま
さ
に
「
水
陸
機
動
団
長
を

任
さ
れ
る
た
め
に
歩
ん
で
き
た
道
」
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

■
安
全
保
障
環
境
に
つ
い
て

　

国
際
社
会
は
い
ま
、
戦
後
最
大
の

試
練
を
迎
え
、
新
た
な
危
機
の
時
代

に
突
入
し
て
い
ま
す
。
安
全
保
障
関

連
の
３
文
書
を
策
定
し
た
３
年
前
と

比
べ
て
も
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
戦
力
を
含

む
軍
事
力
の
増
強
や
、
力
に
よ
る
一
方

的
な
現
状
変
更
の
動
き
が
進
み
、
状

況
は
さ
ら
に
悪
化
し
て
い
ま
す
。
本

来
、
軍
隊
と
い
う
組
織
が
活
躍
す
る

時
代
は
決
し
て
良
い
時
代
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
し
か
し
現
実
に
は
各
地
で

戦
争
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
に
入
り
、
中
国
は
３
〜
４
隻

の
空
母
を
建
造
し
、
そ
の
う
ち
２
隻

は
す
で
に
活
発
に
太
平
洋
へ
進
出
し
て

い
ま
す
。
台
湾
に
つ
い
て
は
「
２
０
２

７
年
」
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
イ
ヤ
ー
と
さ
れ
、

中
国
に
と
っ
て
は
「
チ
ャ
ン
ス
」、
我
々

に
と
っ
て
は
「
危
機
」
と
な
る
年
だ
と

見
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
懸
念
さ
れ
る

の
は
習
近
平
国
家
主
席
の
動
向
で
す
。

習
主
席
は
す
で
に
３
期
目
に
入
り
ま

し
た
が
、
４
期
目
ま
で
続
投
し
た
例

は
過
去
に
な
く
、
２
０
２
７
年
は
前

人
未
踏
の
領
域
に
挑
む
年
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
「
何
ら
か
の
成
果
を

挙
げ
て
歴
史
に
名
を
残
そ
う
と
す
る

の
で
は
な
い
か
」
と
ア
メ
リ
カ
は
警
告

し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は
年
間
約
１

５
０
兆
円
と
い
う
莫
大
な
国
防
予
算

を
投
じ
、
世
界
中
に
情
報
網
を
張
り

巡
ら
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
ア
メ
リ
カ
が

根
拠
な
く
警
告
を
発
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
２
０
２

７
年
が
最
も
危
険
な
年
に
な
る
可
能

性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
、
中
国
、
北
朝
鮮
は
い
ず
れ

も
独
裁
国
家
で
す
。
民
主
主
義
国
家

で
生
き
る
我
々
に
は
理
解
し
が
た
い
で

す
が
、
独
裁
国
家
は
ト
ッ
プ
が
行
け
る

と
判
断
す
れ
ば
本
当
に
実
行
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

侵
攻
し
た
背
景
に
は
、
周
囲
の
部
下

が
誰
も
止
め
な
か
っ
た
、
周
り
は
イ
エ

ス
マ
ン
ば
か
り
だ
っ
た
た
め
、
プ
ー
チ
ン

大
統
領
が
G
O
サ
イ
ン
を
出
し
、
そ

の
ま
ま
実
行
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
72
歳
の
習
近
平

国
家
主
席
は
、
自
ら
の
後
継
者
候
補

で
あ
る
60
代
の
人
た
ち
を
次
々
に
更
迭

し
て
お
り
、
実
質
的
に
後
継
者
が
不

在
と
い
う
状
況
で
「
習
近
平
が
行
け

と
言
え
ば
行
く
し
か
な
い
」
と
い
う
非

常
に
危
険
な
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
独
裁
国
家
同
士
の
関
係
が

近
年
良
好
で
あ
り
、
不
安
定
か
つ
危

険
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

■
国
家
安
全
保
障
戦
略
に
み
ら
れ
る

　
　

大
き
な
変
化

　

３
年
前
、『
国
家
安
全
保
障
戦
略
』

が
10
年
ぶ
り
に
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
外
交
・
防
衛
に
加
え
て
、

経
済
安
全
保
障
、
技
術
、
サ
イ
バ
ー
、

情
報
と
いっ
た
国
家
安
全
保
障
に
関
わ

る
幅
広
い
分
野
に
戦
略
的
な
指
針
が

付
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
外
交
面
で
は
、
O
D
A
（
政

府
開
発
援
助
）
に
は
軍
事
目
的
の
支

援
は
で
き
な
い
と
い
う
制
約
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
改
訂
後
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
巡
視
船
を
貸
与
す
る
な
ど
、
安

全
保
障
を
目
的
と
し
た
支
援
が
外
交

の
一
環
と
し
て
可
能
と
な
り
、
外
国
へ

の
支
援
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

経
済
安
全
保
障
に
つ
い
て
は
、
軍
事

転
用
可
能
な
技
術
や
製
品
の
輸
出
規

制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

空
港
の
よ
う
に
経
済
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り

な
が
ら
軍
事
的
効
果
も
持
つ
施
設
に
つ

い
て
も
国
家
安
全
保
障
戦
略
に
明
文

化
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
国
交
省
や
総
務

省
を
通
す
際
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た

案
件
で
も
、
防
衛
省
主
導
で
進
め
や

す
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
私
が
最
も
大
き
な
変
化

だ
と
考
え
る
の
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
サ
イ

バ
ー
・
デ
ィ
フ
ェン
ス
で
す
。
従
来
は
受

け
身
で
防
御
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
後
は
敵
対
的
な
サ
イ
バ
ー

攻
撃
の
兆
候
が
あ
れ
ば
、
発
信
源
を

特
定
し
て
無
効
化
す
る
、
す
な
わ
ち

反
撃
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ス
タ
ン

ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
の
よ
う
に
、
敵

の
防
空
シ
ス
テ
ム
の
射
程
外
か
ら
反
撃

す
る
手
段
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま

す
が
、
サ
イ
バ
ー
領
域
で
も
よ
う
や
く

そ
の
力
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
改
訂
で
閣
議
決

定
さ
れ
た
文
書
の
大
き
な
目
玉
は
ま

さ
に
こ
の
点
で
あ
り
、
ま
だ
一
定
の
制

約
は
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
克

服
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
防
衛
計
画
の
大
綱
」
改

め
『
国
家
防
衛
戦
略
』
に
は
「
我
が

国
が
主
た
る
責
任
を
持
っ
て
（
阻
止
・

排
除
し
得
る
防
衛
力
を
構
築
）」
と
い

う
文
言
が
初
め
て
使
わ
れ
ま
し
た
。

も
し
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
支
援
が
得
ら
れ

な
い
場
合
で
も
、
日
本
自
身
の
力
で

阻
止
・
反
撃
で
き
る
体
制
を
整
え
る

と
い
う
、
非
常
に
重
い
言
葉
で
ご
ざ
い

ま
す
。

■
統
合
作
戦
司
令
部
の
新
編
に
伴
う

　

運
用
体
制

　

統
合
作
戦
司
令
部
は
、
北
島
一
前

水
陸
機
動
団
長
や
、
俵
千
城
前
佐
世

保
地
方
総
監
が
配
属
さ
れ
た
場
所
で

す
。
私
は
、
令
和
３
年
に
統
合
幕
僚

監
部
で
勤
務
し
て
お
り
防
衛
計
画
部

計
画
課
長
を
務
め
て
い
た
た
め
統
合

作
戦
司
令
部
の
新
編
に
関
わ
っ
て
お
り

ま
し
た
。
水
陸
機
動
団
は
陸
上
自
衛

隊
の
部
隊
で
あ
り
な
が
ら
海
上
自
衛

隊
と
頻
繁
に
訓
練
を
行
う
部
隊
で
あ

る
た
め
、
統
合
作
戦
司
令
部
と
は
親

和
性
も
高
い
で
す
。

　

な
お
、
2
0
1
6
年
に
は
中
国
が

5
個
戦
区
全
て
を
統
合
化
し
ま
し

た
。
即
ち
、
統
合
作
戦
司
令
部
を
５

つ
新
設
し
て
、
様
々
な
領
域
の
部
隊
を

一
人
で
指
揮
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
国
の
統
合
作

戦
能
力
は
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
。

米
軍
は
何
十
年
も
前
か
ら
同
様
の
体

制
を
整
え
て
お
り
、
中
国
の
取
り
組

み
は
基
本
的
に
ア
メ
リ
カ
の
コ
ピ
ー
＆

ペ
ー
ス
ト
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
演

習
を
見
る
限
り
、
中
国
は
こ
れ
ま
で

以
上
に
部
隊
を
自
由
自
在
に
運
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
非
常
に
強
力
な

力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
か
ら
数
え
て
日
本
は
約
９
年

遅
れ
で
統
合
作
戦
司
令
部
を
設
置
し

ま
し
た
が
、
陸
海
空
に
加
え
、
宇
宙
・

サ
イ
バ
ー
部
隊
も
育
成
中
で
す
。
今

後
、
航
空
自
衛
隊
は
「
航
空
宇
宙
自

衛
隊
」
と
し
て
再
編
し
、
サ
イ
バ
ー

部
隊
は
約
2
，0
0
0
名
体
制
に
ま
で

拡
大
し
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や

情
報
収
集
を
担
い
ま
す
。

■
令
和
７
年
度
の
主
要
事
業

　

８
つ
の
主
要
事
業
の
う
ち
、
特
に
注

目
す
べ
き
は
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能

力
で
す
。
こ
の
能
力
は
実
際
に
使
用

す
る
た
め
で
は
な
く
、
保
有
す
る
こ

と
で
相
手
の
侵
略
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ

る
こ
と
が
目
的
で
す
。
12
式
地
対
艦

誘
導
弾
能
力
向
上
型
は
射
程
が
長
い

で
す
が
、野
球
で
例
え
る
と「
ス
ト
レ
ー

ト
」
し
か
投
げ
ら
れ
な
い
装
備
品
で

す
。
対
し
て
、
島
嶼
防
衛
用
高
速
滑

空
弾
は
射
程
こ
そ
短
い
も
の
の
「
変
化

球
」
を
投
げ
ら
れ
る
ミ
サ
イ
ル
で
す
。

綺
麗
な
放
物
線
で
は
無
く
、
滑
空
す

る
た
め
、
レ
ー
ダ
ー
で
追
尾
が
困
難
に

な
り
ま
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
の

例
を
見
て
も
、
ス
ト
レ
ー
ト
の
弾
は
迎

撃
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
変
化
球
の

弾
で
な
け
れ
ば
先
進
国
相
手
に
は
最

後
ま
で
貫
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
変
化
球
ミ
サ

イ
ル
の
長
射
程
化
の
研
究
・
開
発
が

進
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　

陸
上
自
衛
隊
全
体
と
し
て
ア
ジ
ャ

イ
ル
型
の
研
究
開
発
を
急
ぎ
、
10
年
、

20
年
か
け
て
装
備
品
が
導
入
さ
れ
た

と
き
に
、
陳
腐
化
し
て
い
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
導
入
時
期
を
明
確
に
定
め

な
が
ら
新
し
い
技
術
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

■
同
盟
国
・
同
士
国
と
の
連
携
強
化

　

に
つ
い
て

　

イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
は
安
全
保
障

上
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
を
許
さ

な
い
た
め
に
は
、
ア
メ
リ
カ
1
ヶ
国
だ

け
で
な
く
、
可
能
な
限
り
多
く
の
国

と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。
そ
の
理
由
の
一つ
は
、
中
国

の
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
能
力
で
す
。
冷

戦
期
に
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
で
結
ば
れ
た

I
N
F
条
約
（
中
距
離
核
戦
力
全
廃

条
約
）
に
よ
り
、
射
程
5
0
0
〜
5
，

5
0
0
キ
ロ
の
地
上
発
射
型
弾
道
・

巡
航
ミ
サ
イ
ル
は
廃
棄
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
中
国
は
こ
の
条
約
の
対
象
外
で

あ
り
、
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
で
ア
メ
リ
カ

に
優
位
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
は
I
N
F
条
約
の
対
象
に
な
っ

て
い
な
い
1
，0
0
0
〜
2
，0
0
0
キ

ロ
射
程
の
ト
マ
ホ
ー
ク
と
い
う
海
上
発

射
型
の
ミ
サ
イ
ル
や
長
距
離
爆
撃
能

力
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
中
国
の
中

距
離
ミ
サ
イ
ル
に
対
す
る
劣
勢
を
補

お
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
は
日
米
同
盟
を
堅
持
し
つ
つ

ア
メ
リ
カ
に
頼
り
切
ら
な
い
防
衛
力
の

構
築
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
陸
上
自

衛
隊
で
は
、
４
つ
星
階
級
を
持
つ
将
官

同
士
の
会
談
を
通
じ
て
、
大
き
な
コ
ア

コ
ン
セ
プ
ト
を
策
定
し
、
戦
略
的
な
認

識
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

運
用
研
究
を
通
じ
て
、
実
際
の
抑
止

や
対
処
に
直
結
す
る
行
動
の
研
究
を

深
化
さ
せ
る
取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
日
米
同
盟
を
基
軸
に
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
も
協

力
し
、
多
国
間
で
の
連
携
を
拡
充
・

強
化
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
水
陸

機
動
団
が
参
加
し
て
い
る
演
習
は
、
日

米
豪
共
同
指
揮
所
演
習
「
ヤ
マ
サ
ク

ラ
」
や
日
米
共
同
訓
練
「
ア
イ
ア
ン
・

フ
ィ
ス
ト
」、
米
尼
軍
等
と
の
実
動
訓

練
「
ス
ー
パ
ー
・
ガ
ル
ー
ダ
・
シ
ー
ル
ド
」

な
ど
多
数
に
上
り
ま
す
。

■
海
上
自
衛
隊
の
令
和
7
年
度
末
の

　

改
編
に
つ
い
て

　

海
上
自
衛
隊
の
改
編
に
よ
り
、
横

須
賀
に
あ
る
掃
海
隊
群
の
司
令
部
が

「
水
陸
両
用
戦
機
雷
戦
群
」
と
水
陸

両
用
の
名
が
冠
さ
れ
た
部
隊
に
改
編

さ
れ
、
佐
世
保
に
移
っ
て
く
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
水
陸
機
動
団
は
掃
海
隊

群
の
輸
送
艦
に
乗
る
の
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
司
令
部
間
は
距
離
の
壁
が
あ
り

頻
繁
に
直
接
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が

難
し
か
っ
た
の
が
、
今
後
は
同
じ
佐
世

保
に
所
在
す
る
こ
と
で
、
よ
り
密
接
に

調
整
が
で
き
、
陸
と
海
の
共
同
も
さ

ら
に
進
み
ま
す
。
お
互
い
率
直
に
意

見
を
交
わ
せ
る
環
境
と
な
り
、
任
務

の
遂
行
に
大
き
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
部
隊
も
千
葉
か

ら
佐
賀
に
移
っ
て
き
て
お
り
、
空
か
ら

の
移
動
も
佐
賀
か
ら
佐
世
保
ま
で
15

分
ほ
ど
で
可
能
と
な
り
、
部
隊
間
の

連
携
も
よ
り
密
に
な
り
ま
す
。

■
人
材
確
保
に
つ
い
て

　

陸
上
自
衛
隊
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と

し
て
、『「
人
」
が
中
心
の
組
織
、「
人

の
た
め
に
な
る
」
仕
事
が
で
き
る
こ
と
、

「
自
己
実
現
可
能
」
な
多
様
な
仕
事

が
あ
る
』
と
い
う
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
最
近
の
Z
世
代
に
響
く
ワ
ー
ド

を
散
り
ば
め
て
お
り
、
そ
の
結
果
水

陸
機
動
団
に
も
新
隊
員
が
た
く
さ
ん

入
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
な
任
用
制
度
と
し
て
、

「
幹
部
候
補
曹
制
度
」
を
新
設
し
ま

し
た
。
士
長
と
し
て
採
用
し
、
5
年

目
に
概
ね
幹
部
に
任
官
す
る
制
度
で

す
。
大
卒
者
を
一
人
で
も
取
り
こ
ぼ
さ

な
い
た
め
、
幅
広
い
層
の
人
材
を
確
保

す
る
た
め
に
、
20
歳
以
上
33
歳
未
満

の
方
々
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

若
い
隊
員
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

な
取
り
組
み
も
逐
次
行
っ
て
お
り
、
相

浦
駐
屯
地
で
は
居
住
地
域
の
W
i‐

F
i
環
境
を
拡
充
し
て
い
ま
す
。
一
般

的
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
に
つ
い
て

は
、
訓
練
に
集
中
す
る
時
間
を
除
き
、

使
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
方
向
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
令
和
9
年
ま
で
に
環
境

の
改
善
・
魅
力
化
を
抜
本
的
に
整
備

す
る
予
定
で
、
予
算
規
模
は
令
和
４

年
と
比
べ
る
と
約
6
．3
倍
増
勢
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
厳
し
い
任
務
や

勤
務
環
境
の
特
殊
性
を
踏
ま
え
た
給

与
・
手
当
改
善
も
行
っ
て
お
り
、
災

害
派
遣
等
の
支
給
額
を
増
額
す
る
な

ど
で
魅
力
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

陸
上
自
衛
隊
で
は
人
材
確
保
に
係

る
施
策
と
し
て
、
民
間
力
の
積
極
的

な
活
用
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
水
陸
機
動
団
長
兼
ね
て

相
浦
駐
屯
地
司
令

武
者
利
勝 

陸
将
補


